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　9月 11 日㈭の朝に降った大雨の影響で千歳川が濁り浄水場の浄水能力を超えたため、野幌地区と大
麻地区の一部、江別地区が断水となり、市民の皆様には大変なご迷惑をおかけいたしました。
　道内各地の自治体をはじめ、自衛隊、北海道開発局など多くの皆様のご支援をいただき、市内に開
設された 14の給水所で水を供給しました。（写真：市民会館前　9/12 ㈮  9 時 46 分撮影）



お詫びとお礼

　このたび、市内の約 3分の 2が 11 日夜から断水するという事態を招いてしまい、

市民の皆様にたいへんなご不自由、ご迷惑をお掛けいたしましたことにつきまして、

心よりお詫び申し上げますとともに、市民の皆様のご協力と市内外からのご支援に

より、収束出来ましたことを、心から感謝申し上げます。

　今回の断水の原因となった千歳方面における短時間での集中的な豪雨は、北海道

で初めて「大雨特別警報」として発令された過去に例を見ないもので、その雨によ

り引き起こされた千歳川の濁りは、急激に平常時の 100 倍を超えるもので、江別市

にとって初めての経験でした。この濁りが、浄水場の処理能力を上回るものとなり、

市民の皆様への給水の停止をせざるを得なくなりました。水道水が使えなくなった

ことにより、飲料水はもとよりトイレや風呂、医療機関や福祉施設で必要な水など

が使えなくなり、皆様にたいへんなご迷惑をおかけいたしました。

　また、断水の対応に当たりましては、そのお知らせ方法や時期などについて、市

民の皆様から様々なご指摘をいただきました。今回の災害について、専門家も交え

てしっかり原因分析を行うとともに、今回の経験を、今後の災害対応に生かしてま

いりたいと考えております。

　

　なお、この度の断水に際しまして、自治会、民生児童委員、民間企業各社、江別

青年会議所、江別建設業協会、江別管工事業協同組合、自衛隊、北海道開発局、日

本水道協会、札幌市、岩見沢市、新篠津村を初めとする多数の地方公共団体のほか、

ここに書ききれない多数の皆様から人的、物的支援をいただきました。心よりお礼

を申し上げますとともに、あらためまして市民の皆様にお詫びを申し上げます。

　　　　平成 26 年 9 月 16 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江別市長　三好　昇　　　　　

緊急報告　断水



大麻駅

大麻地区
野幌地区

野幌地区

江別地区

野幌駅

野幌鉄北地区

野幌鉄南地区

高砂駅
江別駅

野幌鉄北地区　
断水期間【11 日 23:00 ～ 12 日 23:00】
角山、野幌町、野幌松並町、野幌末広町、野幌
住吉町、野幌代々木町、元野幌、野幌寿町、野
幌屯田町、野幌美幸町、新栄台

断水期間【11 日 22:30 ～ 12 日 17:30】
文京台南町

【給水所】
文京台南町公園
江別第二小学校
中央中学校
青年センター
市民会館
江別太小学校
若草公園
水道庁舎
対雁小学校
上江別小学校
区画整理記念会館
元町地区センター
北光小学校
豊幌小学校

江別地区
断水期間【11 日 20:20 ～ 13 日 10：30】
条丁目、萩ヶ岡、緑町、弥生町、王子、一
番町、工栄町、東光町、元江別、若草町、
元町、牧場町、元江別本町、見晴台、上江
別全域、ゆめみ野全域、江別太、萌えぎ野
全域、豊幌全域、美原、篠津、中島、八幡、
対雁、いずみ野、高砂町、向ケ丘、朝日町、
あけぼの町、中央町、幸町、錦町

【断水場所・給水所・配水区域図（浄水場からの流れ）】
大麻地区・野幌鉄南地区／石狩東部広域水道企業団の漁川浄水場で作られた
水道水を大麻高区配水池で受け、配水しています。
大麻地区の一部（文京台南町）／大麻低区配水池から文京台配水池を経由し
て、配水ポンプで配水しています。
野幌鉄北地区／石狩東部広域水道企業団の漁川浄水場で作られた水道水と上
江別浄水場で作られた水道水を大麻低区配水池で混合し、配水しています。
江別地区／上江別浄水場で作られた水道水を配水ポンプで配水しています。
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水
道
部
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務
課
☎
385
‐
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２
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３

【
断
水
の
概
要
】

　

今
回
の
集
中
豪
雨
で
、
千
歳
川

の
濁だ

く
ど度
（
川
水
の
に
ご
り
）
が
急

上
昇
し
、
上
江
別
浄
水
場
の
処
理

能
力
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
た
こ
と

で
、
9
月
11
日
㈭
夜
か
ら
江
別
地

区
・
野
幌
鉄
北
地
区
・
文
京
台
南

町
で
断
水
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
害
は
約
３
万
３
４
０
０
世
帯
、

約
７
万
５
０
０
０
人
（
市
内
人
口

の
３
分
の
２
）
に
及
び
ま
し
た
。

　

千
歳
川
の
濁
度
が
次
第
に
収

ま
っ
た
た
め
、
12
日
㈮
夜
に
野
幌

鉄
北
地
区
・
文
京
台
南
町
が
復
旧
。

13
日
㈯
朝
に
江
別
地
区
が
復
旧
し

ま
し
た
。

　

断
水
中
は
市
内
に
14
か
所
の
給

水
所
を
設
け
、
対
応
し
ま
し
た
。

【
断
水
の
原
因
・
経
緯
】　

　

市
の
水
道
水
は
、
千
歳
川
が
原
水

の
上
江
別
浄
水
場
系
統
（
以
下
江
別

系
統
）
と
漁

い
ざ
り

川
が
原
水
の
石
狩
東
部

広
域
水
道
企
業
団
（
以
下
石
東
）
の

漁
川
浄
水
場
系
統（
以
下
石
東
系
統
）

の
2
系
統
で
給
水
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
11
日
㈭
、
石
狩
管
内
で
初

の
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
、

石
東
よ
り
漁
川
の
濁
度
上
昇
に
よ

る
浄
水
能
力
低
下
の
た
め
、
江
別

市
へ
の
送
水
減
少
と
の
連
絡
を
受

け
ま
し
た
。
受
水
量
の
減
少
分
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
、
上
江
別
浄
水

場
で
の
取
水
量
を
増
や
す
対
応
を

行
い
ま
し
た
。
野
幌
地
区
は
、
江

別
系
統
・
石
東
系
統
の
ど
ち
ら
か

ら
で
も
水
の
供
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
区
で
す
。
通
常
は
石

東
系
統
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
石
東
か
ら
の
供
給
が

減
少
す
る
た
め
、
そ
の
供
給
元
を

石
東
系
統
か
ら
江
別
系
統
に
変
更

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
17
時
過
ぎ
に
千
歳
川

の
濁
度
が
500
度
に
上
昇
。
江
別
系

統
に
お
い
て
取
水
停
止
の
恐
れ
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千

歳
川
の
濁
度
は
さ
ら
に
急
上
昇
。

18
時
25
分
に
は
、
浄
水
で
き
る
上

　

今
回
は
緊
急
報
告
と
し
て
9
月
18

日
㈭
現
在
で
確
認
が
と
れ
た
事
実
関

係
を
中
心
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
断
水
に
お
け
る
対
応
を
し
っ

か
り
と
検
証
し
、
今
後
の
防
災
力
の

強
化
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

限
の
１
０
０
０
度
を
超
え
た
こ
と

か
ら
、
浄
水
場
で
の
取
水
停
止
に

至
り
ま
し
た
。
濁
度
は
18
時
42
分

に
最
高
４
５
１
９
度
を
記
録
し
、

未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
川
の
に
ご
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
P
４
グ
ラ
フ
参
照
）。

【
復
旧
の
遅
れ
】

　

千
歳
川
の
濁
度
が
次
第
に
収

ま
っ
た
た
め
、
12
日
㈮
朝
に
江
別

系
統
へ
の
取
水
を
開
始
。
午
後
6

時
頃
の
復
旧
を
見
込
み
市
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

今
ま
で
経
験
し
て
い
な
い
濁
度

１
０
０
０
度
近
い
中
で
の
浄
水
処

理
で
あ
っ
た
の
で
、
復
旧
が
遅
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。



9/12  23:00
野幌鉄北地区復旧

千歳川 の濁
だ く ど

度（川水のにごり）の変化

9/11 18:45
取水停止

9/11  20:20
江別地区断水

9/11  23:00
野幌鉄北地区断水

9/12  6:30
取水開始

9/12  22:40  江別地
区へ送水試験開始

9/12  10:05 ～ 
浄水処理が難航

　9月 11 日（木）
5:35
5:45

7:30

8:00

10:00

13:10
14:15
17:05
17:50

18:05 ～
18:25

18:42
18:45
19:00
19:30

19:48
19:50

断水をめぐる動き

大雨特別警報発令（数十年に一度の大雨）。
市内全小中学校の休校を決定。午前 6時から各学校
に連絡開始。
千歳川源流となる千歳市支笏湖周辺、漁川の流れる恵
庭市で午前7時までの24時間雨量が400ミリとなる。
大雨特別警報・土砂災害警戒情報に伴う江別市災害
対策本部を設置。
石狩東部広域水道企業団（以下石東）からの受水量
が、通常の 833㎥ / ｈから 500㎥ / ｈに減少。
石東からの受水量の減少分をカバーするために、上
江別浄水場の取水量を増やす。
上江別浄水場から大麻低区配水池へ送水を始める。
江別市の大雨特別警報解除。
石東からの受水量がさらに減少（150㎥ / ｈ）。
千歳川の濁度が急上昇（500 度）。
12 日㈮の市内全小中学校で午前授業とすることを
決定。18:30 から各校に連絡開始。
「節水」について水道部広報車が広報を実施。
千歳川濁度が浄水できる上限の 1,000 度を超え、取
水停止作業を開始。
千歳川の濁度が 4,519 度を記録。
上江別浄水場が取水を停止。
給水拠点を決定し、順次設置を開始。
広報車による断水の広報を開始。
自治会の協力による地域への広報開始。
病院、福祉施設、企業などへの個別連絡開始。
民生委員の協力により要援護者等を把握し、水の配
布などの作業開始。
ホームページによる断水の広報を開始。
応援隊（給水車、給水袋）が到着し、青年センター、江別太小、

市役所、若草公園の市内4か所に給水拠点を設置。
上江別浄水場浄水池の水位が下限になり、江別地
区が断水。
アクセス集中により、市ホームページダウン（約
２時間）、代表電話が混雑する。
文京台配水池の水位が下限になり、大麻地区の一
部（文京台南町）が断水。
予定した14か所すべての給水拠点の設置が完了。
大麻低区配水池の水位が下限になり、野幌鉄北地区が断水。

千歳川の濁度が低下し始める。
千歳川の濁度が 994 度になったため 300㎥ / ｈの
取水を開始。
石東からの受水量が 700㎥ / ｈとなり安定したた
め、大麻低区配水池へ受水を開始。
上江別浄水場沈殿池の凝集沈殿処理が難航。
沈殿池の水を捨てる作業を実施中。
広報車で復旧の遅れを広報する。
復旧の遅れを市ホームページに掲載。
大麻地区の一部（文京台南町）が復旧。
野幌鉄北地区が復旧。
江別地区への送水試験開始と一時的に送水が止ま
る場合があるなどについて市ホームページに掲載。

江別地区への送水試験中で水ににごりがなければ
使用できることについて市ホームページに掲載。
江別地区が復旧。
災害対策本部解散。
給水拠点を閉鎖、撤収。

一部で残っていた、にごりやにおいについても解消。

20:20

21:15

22:30

22:30 ～
23:00
　9月 12 日（金）
0:10 ～
6:30 ～

9:00 ～

10:05 ～
15:00
16:30 ～
16:55
17:30
23:00
23:20 ～

　9月 13 日（土）
5:23 ～

10:30

11:00
　9月 14 日（日）
10:00 ～

緊急報告　断水

　このグラフは、9月 11日㈭ 7:00
から 12 日㈮ 24:00 までの間、取
水した千歳川の濁度（川水のにご
り）の 1 時間ごとの推移を示し
ています。
　濁度は通常 10 ～ 30 度の範囲
ですが、今回の大雨の影響で 11
日㈭ 17 時ごろから千歳川の濁度
が急上昇し始め、18:25 に浄水で
きる上限の 1,000 度を超え、取水
停止作業を開始し、20:20 に江別
地区、23:00 に野幌鉄北地区が断
水となりました。18:42には、4,519
度の過去最高を記録しました。
　その後、濁度は時間の経過とと
もに低下し、12 日㈮ 6:30 に 994
度となったため、取水が再開され
るなど復旧に向けての作業が進め
られました。12 日㈮ 17:30 から
文京台南町、23:00 から野幌鉄北
地区、13 日㈯ 10:30 に江別地区
が復旧しました。



 　

決
算
の
概
要

　

平
成
25
年
度
は
、
総
合
内
科
医

の
増
員
な
ど
に
よ
り
診
療
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
認
定
看

護
師
の
増
員
に
よ
り
、
看
護
体
制

の
強
化
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

患
者
数
は
、
入
院
が
９
万

７
５
７
２
人
と
な
り
、
前
年
度
に

比
べ
て
６
１
３
６
人
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
病
床
利

用
率
は
一
般
病
床
で
前
年
度
に
比

べ
て
３
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
の
80
・

１
％
、
精
神
病
床
で
前
年
度
に
比

べ
て
11
・
１
％
増
の
75
・
６
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

外
来
で
は
18
万
８
０
３
０
人
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
１
７

人
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
人

当
た
り
の
診
療
単
価
が
上
昇
し
た

こ
と
で
、
外
来
収
益
も
前
年
度
よ

り
増
加
し
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
収
益
全
体
で
は

71
億
５
１
０
０
万
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
て
３
億
１
０
０
万
円

の
増
収
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

一
方
、
病
院
事
業
費
用
で
は
、

患
者
数
の
増
加
に
伴
う
薬
品
費

や
診
療
材
料
費
、
医
療
機
器
の

更
新
な
ど
に
よ
る
諸
費
用
の
増

加
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
３
９
０
０
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
最
終
決
算
で
は

８
６
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

企
業
の
資
金
繰
り
の
悪
化
状
態
を

表
す
不
良
債
務
の
額
は
、
前
年
度

よ
り
１
億
５
０
０
０
万
円
減
の

３
億
１
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
（
表
１
）。

　

 

主
な
取
り
組
み

【
医
療
体
制
の
整
備
】

●
総
合
内
科
医
や
認
定
看
護
師
の

増
員

【
医
療
の
質
と
信
頼
の
向
上
】

●
医
療
安
全
、
接
遇
向
上
に
関
わ

る
各
種
の
取
り
組
み
推
進

●
手
術
用
機
器
、
臨
床
検
査
用
機

器
、
院
内
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
な

ど
の
計
画
的
な
整
備
・
更
新

【
地
域
医
療
支
援
の
充
実
】

●
江
別
・
南
空
知
医
療
連
携
協
議

会
の
開
催
、
他
町
村
へ
の
医
師
派

遣
の
推
進

●
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
糖
尿
病
教
室

な
ど
の
開
催

【
経
営
状
況
の
改
善
】

●
各
種
健
診
・
検
査
の
推
進
、
精

神
デ
イ
ケ
ア
・
作
業
療
法
の
推
進
、 

在
宅
診
療
の
推
進

　

平
成
25
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
実
行
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
不
良
債
務
の
解
消
に
向
け
、
引

き
続
き
経
営
健
全
化
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

区分 平成 25 年度 平成 24 年度 比較増減

病院事業
収益

71 億 5,100
万円

68 億 5,000
万円

3億 100
万円

病院事業
費用

70 億 6,500
万円

69 億 2,600
万円

1億 3,900
万円

単年度
純損益

 8,600
万円

△ 7,600
万円

1億 6,200
万円

不良債務
残高

3億 1,400
万円

4億 6,400
万円

△ 1億 5,000
万円

患
者
数

入院 97,572 人 91,436 人 6,136 人
267.3 人 / 日 250.5 人 / 日 16.8 人 / 日

外来 188,030 人 188,347 人 △ 317 人
770.6 人 / 日 768.8 人 / 日 1.8 人 / 日

病
床
利
用
率

一般 80.1% 76.4% 3.7
ポイント

精神 75.6% 64.5% 11.1
ポイント

全体 79.3% 74.3% 5.0
ポイント

表 1.
平成 25 年度決算と前年度との比較増減

　

本
年
度
は
、
栄
養
士
や
総
合
内

科
医
な
ど
の
増
員
に
よ
り
、
医
療

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

経
営
面
で
は
、
外
来
収
益
は
診
療

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

江
別
市
立
病
院

平
成
25
年
度
決
算
の
概
要

単
価
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
前

年
度
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

入
院
収
益
で
は
診
療
単
価
や
患
者

数
の
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
を
下

回
り
、
全
体
の
診
療
収
益
も
前
年

度
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す

（
表
２
）。

　

今
後
も
経
営
健
全
化
計
画
に
基

づ
く
各
種
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
、
病
院
再
建
に
向
け
、
職
員
一

同
、
一
層
努
力
し
、
市
民
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
る
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
の
役
割
を
着
実
に
果
た
し

て
い
き
ま
す
。

 

市
立
病
院
管
理
課
財
務

係
☎
382
‐
５
１
５
１

平
成
26
年
４
月
か
ら

７
月
の
状
況

表 2. 診療収益と 1日平均患者数

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0

4 億
7,800 万

5 億
2,800 万

5 億 4億
7,000 万

4 億
9,000 万 4 億

5,100 万

5 億
300 万 4億

9,300 万

H25

年度

H26

年度

H25

年度

H26

年度

H25

年度

H26

年度

H25

年度

H26

年度

入院

252 人

入院

258 人

入院

237 人

入院

263 人

入院

238 人

入院

270 人

入院

260 人

入院

270 人

外来

752 人

外来

759 人外来

726 人

外来

748 人外来

774 人

外来

767 人外来

731 人

外来

764 人

＜4月＞ ＜5月＞ ＜6月＞ ＜7月＞

億円



江別市制 60周年記念式典のご案内

　

市
政
の
振
興
発
展
に
尽
力
し
、
ま
た

広
く
社
会
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
、
そ

の
功
労
が
顕
著
な
市
民
の
方
を
表
彰
。

　
表
彰
式

　

縄
文
太
鼓
・
茂も

ろ呂
剛ご
う
し
ん伸
さ
ん
演
奏
会
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校
弁
論
研
究

部
（
第
68
回
内
閣
総
理
大
臣
賞
椎し
い
お尾

弁べ
ん
き
ょ
う匡
記
念
杯
全
国
高
等
学
校
弁
論
大

会
優
勝
平
成
26
年
度
）。

　
未
来
（
こ
れ
か
ら
）
の
江
別
　

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
市
内
中
学
生
に
よ
る
宣
言
。

　
江
別
市
平
和
都
市
宣
言
披
露

　

合
唱
「
風
は
み
ど
り
」（
江
別
開
基
100

年
記
念
昭
和
53
年
制
作
）
合
唱
団
え
ぽ

あ（
え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
を
中
心
に
活
動
中
）。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

【
茂
呂
剛
伸
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

１
９
７
８
年
江
別
生
ま
れ
。
鼓
こ
し
ょ
う
り
ゅ
う

章
流
ど
さ
ん
こ
太

鼓
入
門
後
、
世
界
各
都
市
で
演
奏
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
銀
座
で
の
個
展
を
初
め
、
Ｃ
Ｄ
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
も
果
た
し
、
２
０
１
３
年
に
は
60
年
に
1
度

行
わ
れ
る
出
雲
大
社
「
平
成
の
大
遷
宮
」
に
て
奉
祝

奉
納
演
奏
会
も
行
い
ま
し
た
。「
縄
文
太
鼓
の
演
奏
と

制
作
」
を
通
じ
、
北
海
道
か
ら
世
界
に
向
け
て
北
海

道
の
縄
文
芸
術
や
縄
文
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
第
一
部
】　

式
典　
　
　
　
　

　

10
時
〜
11
時
30
分

【
第
二
部
】　

平
和
の
碑
除
幕　

11
時
40
分
〜
12
時　

会
場:

市
役
所
前
庭

市制施行 60周年を記念して、次のとおり式典を開催します。
事前のお申込みは不要です。参加される方は、直接会場にお越しく
ださい。※席に限りがあります、あらかじめご了承ください。

日時：10月 26日㈰　10時～12時
会場：市民会館大ホール（高砂町６）☎ 383-6446

　

不
戦
を
誓
い
、
核
兵
器
廃
絶
と
平
和

の
大
切
さ
を
広
く
祈
念
す
る
象
徴
と
し

て
設
置
す
る
「
平
和
の
碑
」
の
除
幕
を

行
い
ま
す
。

　
　
　

総
務
部
総
務
課
総
務
係

　
　
　

☎
381-

１
０
０
５

市制施行 60周年を記念して、
友好都市土佐市との交流イベントを開催。

　文胆（ぶんたん）や海産物など、土佐市のおいしい
特産品を味わうことができます。特産品は限りがあり
ます。お早めに会場にお越しください。
日時 :10 月 25 日㈯・26 日㈰ 10:00 ～
　  　※特産品が売切れ次第終了
会場 :トンデンファーム・ガーデンセール内（元野幌968-5）

　土佐市と江別市のママさんバレーボールチームの交
流試合が開催されます。申込不要・観覧無料。
日時 :10 月 25日㈯ 14:00 ～ 16:30 
会場 : 東野幌体育館（東野幌町 28-23）

秘書課 ☎ 381-1008



　

江
別
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌

放
送
局
で
は
、
江
別
市
制

施
行
60
周
年
を
記
念
し
て

「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」
の
公

開
録
画
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
番
組
で
は
、
時
代

を
超
え
て
愛
さ
れ
て
い
る

日
本
の
名
曲
の
数
々
を
、

ゲ
ス
ト
歌
手
の
競
演
で
お

届
け
し
ま
す
。
観
覧
を
ご

希
望
の
方
は
、
下
記
の
要

領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

出
演
／
大
江
裕
、
大
橋
純

子
、
小
金
沢
昇
司
、
椎
名

佐
千
子
、
長
山
洋
子
、
細

川
た
か
し
、
水
森
か
お
り
、

レ
ー
モ
ン
ド
松
屋
ほ
か

（
五
十
音
順
）。

司
会
／
吉
田 

一
貴 

ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
。

放
送
予
定
／
未
定
（
Ｂ
Ｓ

プ
レ
ミ
ア
ム
に
て
全
国
放

送
）。

江
別
市
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
主
催

●
ご
応
募
の
注
意
事
項

⑴
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え
入
場

整
理
券
（
１
枚
で
２
人
入
場
可
）
を
、
落
選

の
方
に
は
落
選
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま

す
。
ま
た
、
当
選
は
１
人
様
１
通
で
す
。

⑵
往
復
は
が
き
以
外
で
の
応
募
や
記
入
も
れ

の
あ
る
は
が
き
は
抽
選
の
対
象
外
で
す
。

※
4
月
1
日
か
ら
郵
便
料
金
が
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑶
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

⑷
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で

の
転
売
を
目
的
と
し
た
申
込
は
禁
止
で
す
。

な
お
、
売
買
を
目
的
と
し
た
申
込
で
あ
る
と

判
明
し
た
場
合
は
、抽
選
対
象
外
と
し
ま
す
。

⑸
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽

選
結
果
連
絡
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
番
組
や

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、
受
信
料
の
お
願
い
に

使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
が
入
場
整
理
券(

１
枚

で
２
人
ま
で
入
場
可)

が
必
要
で
す
。
郵
便

往
復
は
が
き(

私
製
を
除
く)

に
次
の
事
項

を
明
記
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

往
信
用
裏
面:

①
郵
便
番
号  

②
住
所

                        

③
名
前  

④
電
話
番
号

返
信
用
表
面:

①
郵
便
番
号  

②
住
所

                        

③
名
前

あ
て
先
／
〠
060-

８
７
０
３
（
住
所
不
要
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
（
江
別
市
）」
係
。

締
切
／
10
月
20
日
㈪
必
着
。

江別市制 60周年記念行事

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送

局
24
時
間
音
声
テ
ー
プ
案

内  

☎
218-

２
４
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w.nhk.

or.jp/sapporo/

　「舞台」「展示」「生活文化」「文芸」の各部門に分かれ、多くの市民が日
ごろの成果を披露する、市内最大の文化事業です。市民のみなさんのご来
場をお待ちしています。

☎

開
場
：
18
時

　
開
演
：
18
時
40
分

終
演
：
20
時
30
分
（
予
定
）

会
場
江
別
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
（
高
砂
町
6
）
11
13

（木）

観
覧
お
申
込
方
法

 大橋    純子小金沢　昇司椎名　佐千子 大江　裕細川　たかし  長山　洋子水森　かおりレーモンド松屋

舞「舞「舞「舞台台台」「展示」示」示」 生「生「生「生「生活文活文活活文文化」化化」化」「文文「文「文芸」芸芸芸」の各の各の各の各各部部部部部 に分に分に分か「舞「舞「「舞「舞「舞「舞台舞台台台」」「展展展示」示」示」」」「「生「生「生生生「生「生生生活活活活文活文文活文活文文化化化文化化化化」」「文「文「「文「文「文「文芸文文芸」芸芸芸」」ののの各各各各各各各各部部部部部門門ににに分分分分か

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「 

Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」
公
開
録
画
の
観
覧
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「 

Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」
公
開
録
画
の
観
覧
者
募
集



の
直
売
の
ほ
か
、
観
光
協
会
に
よ

る
地
元
農
産
物
な
ど
の
加
工
品
や

ま
ち
む
ら
農
場
乳
製
品
の
特
売
な

ど
、
感
謝
価
格
で
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
小
学
生
の
商
業
体

験
学
習
に
よ
る
大
根
の
販
売
も
行

い
ま
す
（
数
量
限
定
）。

●
日
時　

10
月
18
日
㈯
９
時
30
分

〜
13
時
。

●
会
場　

旧
町
村
農
場
（
い
ず
み

野
25
）。     

 

詳
細

　
旧
町
村
農
場
☎
383-

７
７

３
４

　

東
・
西
野
幌
地
区
で
開
拓
当
時

か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
「
野
幌

太だ
い
だ
い々

神か
ぐ
ら楽
」
を
、
江
別
市
野
幌

太
々
神
楽
伝
承
会
が
披
露
し
ま
す
。

　

今
回
は
６
舞
の
う
ち
、
大
変
難

し
い
「
雑ぞ

う

議ぎ

」
を
10
年
ぶ
り
に
舞

う
ほ
か
、
江
別
市
初
公
演
と
な
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
族
に

伝
わ
る
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
ー
も
演

　

歌
あ
り
・

踊
り
あ
り
・

絵
あ
り
・
手

作
り
作
品
あ
り
…

　

67
歳
以
上
が
生
涯
学
習
活
動
を

行
っ
て
い
る
「
聚
楽
学
園
の
学
園

祭
」
で
す
。

　

え
ぞ
但
馬
牛
バ
ー
ガ
ー
や
江
別

産
小
麦
を
使
用
し
た
麺
・
ク
レ
ー

プ
な
ど
、
こ
の
味
覚
ま
つ
り
で
し

か
味
わ
え
な
い
商
品
や
江
別
の
特

　

市
で
は
、「
自
然
」
や
「
開
拓

時
代
か
ら
あ
る
農
業
な
ど
の
原
風

景
」、「
れ
ん
が
の
温
か
さ
」
を
身

近
に
感
じ
る
江
別
ら
し
い
景
観
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

　
　
　
　

ま
す
。

　

こ
の
景
観
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
実
現
さ

せ
る
た
め
、
毎
年
「
ま

ち
づ
く
り
彩い

ろ
い
ろ々

展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
れ
ん
が

を
用
い
た
バ
ス
待
合

所
な
ど
の
江
別
ら
し

い
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
景
観
施
設
（
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
）
や
、

美
し
い
景
観
づ
く
り

に
貢
献
し
、
市
の
表
彰
を
受
け
た

過
去
の
都
市
景
観
賞
受
賞
作
品
の

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
、
農
村
地
域
で

行
わ
れ
て
い
る
「
農
村
を
花
で
彩

　

各
種
の
芸
能
と
作
品
の
発
表
・

展
示
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。
直
接

会
場
へ
。

●
日
時　

10
月
16
日
㈭
10
時
〜
。

●
会
場　

大
麻
公
民
館
・
え
ぽ
あ

ホ
ー
ル
。

 

詳
細

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
☎
381-

１
０
６
２

奏
さ
れ
、
終
了
後
に
は
恒
例
の
餅

ま
き
や
、
お
米
や
野
菜
が
当
た
る

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。入
場
無
料
。

直
接
会
場
へ
。

●
日
時　

10
月
５
日
㈰
13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。

●
会
場　

野
幌
公
民
館
ホ
ー
ル
。

 

詳
細

　
野
幌
太
々
神
楽
伝
承
会

村
上
さ
ん
☎
383-

３
８
７
７

産
品
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
江
別
の

さ
ま
ざ
ま
な
味
覚
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

10
〜
15
時
。

●
会
場　

江
別
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
大
川
通
６
）。

 

詳
細

　
江
別
観
光
協
会
特
産
品

販
売
専
門
部
会
☎
389-

９
７
５
７

る
景
観
づ
く
り
」
と
、
市
街
地
で

行
わ
れ
て
い
る
「
花
の
あ
る
街
並

み
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
受
賞
作

品
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上

お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
程
と
会
場

①
10
月
７
日
㈫
〜
13
日
（
月
・
祝
）

／
野
幌
公
民
館
。

②
10
月
14
日
㈫
〜
20
日
㈪
／
中
央

公
民
館
。

③
10
月
21
日
㈫
〜
27
日
㈪
／
大
麻

公
民
館
。

※
各
会
場
と
も
時
間
は
９
時
〜
21

時
。
初
日
の
み
開
始
時
間
は
13
時

で
す
。

 

詳
細

　
都
市
計
画
課
☎
381-

１
０

３
８

　

市
内
農
家
に
よ
る
朝
採
り
野
菜



☎

地図活用や地域観察の視点を取り入れた防災教育

縄文遺跡の分布から地域防災の考え方を学ぶ

☎

地域産業と自然環境の共生

江別地区の産業遺産について

☎

アナログからデジタルの「ものづくり」へ

宇宙旅行の夢

☎

現代社会とコンプライアンス―会社法はどう向きあおうとしているのか―

子どもの貧困―私たちの家族と社会のあり方を考える―

〠 ☎

●

☎



　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
森
林
公
園
周
辺
を
歩
こ
う
！

ポ
ー
ル
を
使
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
歩

き
な
が
ら
森
林
浴
を
し
ま
し
ょ
う

（
２
km
ま
た
は
４
km
程
度
）。

●
日
時  

10
月
15
日
㈬
10
時
〜
12

時
（
９
時
50
分
ま
で
に
集
合
）。

小
雨
決
行
（
悪
天
時
は
室
内
で
軽

運
動
）。

●
会
場  

文
京
台
地
区
セ
ン
タ
ー

（
文
京
台
７-

４
）
集
合
。

●
講
師　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
指

導
員
。

●
持
ち
物　

帽
子
、
汗
拭
き
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
ス
ト
ッ
ク
（
自
分

で
お
持
ち
の
方
は
持
参
）
無
料
貸

し
出
し
あ
り
。動
き
や
す
い
服
装
、

外
靴(

運
動
靴)

、
両
手
が
空
く

よ
う
な
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
。

　
「
笑
い
ヨ
ガ
」
は
、
年
齢
に
関

わ
ら
ず
誰
に
で
も
で
き
る
健
康
法

　

効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方

法
を
学
ん
だ
後
、
リ
ズ
ム
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
体
験
し
ま
す
。
参
加
無

料
。

●
日
時  

10
月
10
日
㈮
10
時
〜
12

時
（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）。

●
会
場  

野
幌
総
合
運
動
公
園
総

合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
（
西
野

幌
481
）。

●
講
師　

健
康
保
養
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

●
持
ち
物　

上
靴
（
運
動
靴
）
必

　

免
疫
力
ア
ッ
プ
！
い
つ
ま
で
も

若
々
し
く
健
康
的
な
生
活
を
目
指

し
た
体
力
づ
く
り
を
音
楽
に
合
わ

せ
て
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？

●
日
時  

10
月
29
日
㈬
10
時
〜
12

時
（
９
時
50
分
ま
で
に
集
合
）。

●
会
場  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
。

　

介
護
に
頼
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も

元
気
に
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め

の
日
々
の
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
３

日
間
で
学
び
ま
す
。

　

運
動
や
食
事
、
口
腔
ケ
ア
や
病

気
の
予
防
な
ど
の
講
話
や
実
技
も

あ
り
ま
す
。

●
日
時  

①
11
月
７
・
14
・
21
日

㈮
10
時
〜
12
時
／
②
11
月
14
・

21
・
28
日
㈮
10
時
〜
12
時
／
③
11

月
５
・
12
・
19
日
㈬
。

●
会
場  

①
高
齢
者
向
け
住
宅

　

ダ
イ
ア
ナ
文
京
台
（
文
京
台

62-

２
）
／
②
上
江
別
自
治
会

館
（
上
江
別
南
町
１-

26
）
／
③

    

江
別
市
民
会
館
自
主
事
業

　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
錦
町

14-

87
）。

●
対
象　

65
歳
以
上
の
介
護
認
定

を
受
け
て
な
い
方
で
３
日
間
受
講

で
き
る
市
民
。

●
定
員

　
①
10
名
／
②
③
各
15
名
。

●
申
込
方
法　

10
月
１
日
㈬
か
ら

電
話
で
受
付
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

 

申
込
先
・
詳
細

　
①
大
麻
第
一

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
388-

５
１
０
０ 

②
江
別
第
二
同
セ
ン

タ
ー
☎
389-

５
４
２
０ 

③
野
幌
第

一
同
セ
ン
タ
ー
☎
381-

２
９
４
０

●
講
師　

健
康
保
養
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

●
持
ち
物　

上
靴
（
運
動
靴
）
必

須
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装
。

●
主
催　

江
別
地
区
地
域
健
康
づ

く
り
推
進
員
会
。

●
参
加
料　

100
円
（
傷
害
保
険
料

を
含
む
）。

●
参
加
方
法　

当
日
直
接
会
場

へ
。

●
主
催　

大
麻
地
区
地
域
健
康
づ

く
り
推
進
員
会
。

●
参
加
料　

100
円
（
傷
害
保
険
を

含
む
）。

●
申
込
方
法　

当
日
、
直
接
集
合

場
所
へ
。

須
。
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
持

参
の
上
、
動
き
や
す
い
服
装
。

●
申
込
方
法　

当
日
、
直
接
会
場

へ
。

☎

で
す
！　

笑
う
だ
け
で
免
疫
力

ア
ッ
プ
。

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
！

　

笑
う
こ
と
で
内
面
か
ら
も
輝

き
、
心
身
と
も
に
元
気
に
な
っ

て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
一
緒

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
無

料
。

●
日
時  

10
月
19
日
㈰
13
時
30
分

〜
15
時
（
入
場
13
時
〜
）
※
終

了
後
、
個
別
相
談
窓
口
あ
り
。

●
会
場　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
。

●
講
師　

笑
い
ヨ
ガ
・
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
／
ぽ
か
ぽ
か
笑
う
ヨ
ガ

ク
ラ
ブ
代
表　

植
田　

美み
ゆ
き之
。

●
定
員　

80
名
程
度
。

●
申
込
方
法　

電
話
か
チ
ラ
シ

の
申
込
用
紙
に
住
所
氏
名
な
ど

を
記
入
の
上
フ
ァ
ク
ス
。

 

申
込
先
・
詳
細

　
市
民
会
館
☎ 

383-

６
４
４
６
  

381-

１
０
７
７



　

〜
秋
の
森
の
木
々
と
草
花

　

森
林
公
園
大
沢
口
か
ら
エ
ゾ
ユ

ズ
リ
ハ
コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）
を
散

策
し
、
木
々
や
草
花
な
ど
を
観
察

し
ま
す
。
少
雨
決
行
。
一
般
対
象
。

●
日
時　

10
月
23
日
㈭
10
時
〜
12

時
。

　

江
別
観
光
協
会
で
は
、
野
幌
駅

周
辺
の
野
幌
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
や

湯
川
公
園
、
錦
山
天
満
宮
ほ
か
を

江
別
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
解
説
な
ど
を
交
え
て
、
江
別
の

良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
「
の

ん
び
り
ま
ち
歩
き
」
を
開
催
し
ま

　

１
人
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
の

が
不
安
な
方
に
お
勧
め
。

　

体
力
測
定
を
元
に
、
目
的
に
合

わ
せ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、
体

力
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
指
導

し
ま
す
。
高
校
生
以
上
対
象
。

●
会
場  

市
民
体
育
館
・
大
麻
体

育
館
。

●
受
講
料　

３
０
０
０
円（
問
診
・

体
力
測
定
２
回
・
個
人
指
導
10
回
）

※
入
館
料
は
そ
の
都
度
必
要
。

●
申
込
方
法　

市
民
体
育
館
で
随

時
（
事
前
予
約
が
必
要
。
電
話
申

込
可
）。

  

申
込
先
・
詳
細

　
市
民
体
育
館

事
業
係
☎
384-

５
０
０
１

☎

●
定
員　

先
着
20
名
。

●
参
加
料　

200
円
。

●
申
込
方
法　

10
月
９
日
㈭
９
時

30
分
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
。

 

申
込
先
・
詳
細

　
大
麻
公
民
館

☎
387-

３
３
１
５

野幌グリーンモール周辺

す
。
参
加
無
料
。

●
日
時  

10
月
15
日
㈬
・
18
日
㈯

各
日
10
時
30
分
〜
12
時
40
分
。
荒

天
の
場
合
は
中
止
。

●
集
合
場
所

　
Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
北
口
。

●
定
員

　
各
日
先
着
20
名 

。

●
申
込
方
法　

各
日
程
の
前
日
13

時
ま
で
に
電
話
。

 

申
込
先
・
詳
細

　
商
工
労
働
課

☎
381-

１
０
２
３

健康チェックステーション開設場所（10月現在）

健康カード、食の臨床試験については　　北海道情報大学健康情報科学研究センターへ　☎ 385-4430

【食の臨床試験実施予定】

【ヘルシーＤｏ認定商品】

☎

☎

健康カード

●
会
場  

野
幌
森
林
公
園
内
。

※
大
沢
口
駐
車
場
集
合
・
解
散
。

●
講
師　

自
然
ふ
れ
あ
い
交
流
館

自
然
観
察
指
導
員
。



　

架
け
換
え
を
進
め
て
い
る
新
し
い
「
江
別
駅
跨こ
せ
ん
じ
ん

線
人

道ど
う
き
ょ
う
橋
」
が
10
月
末
に
完
成
し
ま
す
。

　

完
成
後
は
既
存
橋
を
撤
去
し
、
平
成
27
年
度
に
駐
輪

場
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

都
市
建
設
課
道
路
整
備
係
☎
381
‐ 

１
０
３
９

江
別
駅
跨
線
人
道
橋
が
完
成
し
ま
す
！

 

・
橋
長
53
・
３
㍍

 

・
通
路
部
は
幅
３
㍍
、
階
段
部
は
幅
２
㍍

 

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
（
南
北
各
１
基
）

《
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
》

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
﹇
18
人
乗
り
﹈（
車
い
す
、

自
転
車
可
）

・
通
路
全
て
に
手
摺
り
を
設
置

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
出
入
口
に
盲
導
鈴
を
設
置

《
ガ
ラ
ス
張
り
》

・
側
面
に
多
く
ガ
ラ
ス
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

通
路
内
が
明
る
く
、
防
犯
対
策
と
し
て
も
有
効

《
防
犯
設
備
》

・
防
犯
カ
メ
ラ 

６
台

・
防
犯
ブ
ザ
ー
６
箇
所
（
警
備
会
社
や
外
部
へ

通
報
） 

《
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
》

・
内
部
の
照
明
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
採
用

《
冬
季
吹
込
み
対
策
》

・
階
段
の
一
部
に
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
設

置 特
徴

構
造

【通路内イメージ】

【跨線人道橋イメージ】

【供用開始時イメージ】

EV

EV



申請先 ： 江別市役所 臨時福祉給付金等事務室 ☎ 381-1092
対象：平成 26 年 1月 1日時点で江別市に住民票 ( 住民登録 ) がある方が江別市での受付対象です。
提出方法 ： 郵送。申請期間 ： ～ 平成 26 年 12 月 31 日（当日消印有効）。支給方法 ： 口座振り込み。

　

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
に

「
ほ
っ
と
ワ
ー
ル
ド
の
っ
ぽ
」（
野

幌
町
55
‐
５
）
に
て
開
設
し
て
い

た
現
地
相
談
窓
口
は
、
８
丁
目
通

の
拡
幅
工
事
に
伴
う
建
物
の
取
壊

し
の
た
め
、
９
月
30
日
で
受
付
業

務
を
休
止
し
ま
し
た
。

　

受
付
業
務
の
再
開
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
入
居
可

能
な
テ
ナ
ン
ト
物
件
の
完
成
な
ど

を
踏
ま
え
て
検
討
中
で
す
。

　

江
別
の
顔
づ
く
り
事
業
に
関
す

る
ご
相
談
は
、
都
心
整
備
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

都
心
整
備
課
☎
381
‐

１
０
８
２

現
地
相
談
窓
口
の
受
付
業
務

を
休
止
し
ま
す

　野幌駅北口駅前広場の緑を
一緒に作りませんか

　

野
幌
駅
北
口
駅
前
広
場
は
東
西

南
北
に
延
び
る
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル

の
交
差
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地

域
に
自
生
す
る
樹
木
を
基
本
と
し

た
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
緑
の
空
間

と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

歩
道
に
は
野
幌
原
始
林
を
代
表

す
る
樹
木
「
ハ
ル
ニ
レ
」
を
主
に

植
栽
す
る
ほ
か
、
鉄
道
林
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
針
葉
樹
も
植
え
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
北
口
広
場
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
広
場
中
央
の
緑
地
帯
に
は

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
３
本
の
プ
ン

ゲ
ン
ス
ト
ウ
ヒ
を
植
栽
し
、
そ
の

周
辺
に
は
、
地
被
植
物
を
植
え
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
広
場
中
央
の
緑
地
帯
で
市

民
参
加
に
よ
る
緑
化
（
地
被
植
物

の
植
栽
な
ど
）
を
実
施
し
ま
す
。

ご
家
族
や
友
人
と
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
日
時
】
10
月
25
日
㈯
10
時
か
ら

11
時
頃
ま
で
。

【
会
場
】
野
幌
駅
北
口
駅
前
広
場
。

【
定
員
】
30
組
（
先
着
）。

【
参
加
費
】
無
料
。

【
申
込
方
法
】
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で

に
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で
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み
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昨年実施した東西グリーンモール植樹の様子

消費税率の引上げに際し、子
育て世帯への影響を緩和する
ための臨時的な給付金です。

消費税率の引上げに際し、所得
の低い方々への影響を緩和する
ための臨時的な給付金です。

※受け取ることができるのはどちらか１つ。（臨時福祉給付金が優先。）

※臨時福祉給付金の対象者は平成 26
年度の市民税が課税されていない方で
す。ただし、平成 26 年度の市民税が
課税されている方の扶養親族（配偶者
特別控除と専従者を含む）になってい
る場合や、平成 26 年 1 月 1 日時点で
生活保護を受けている場合などは対象
外です。また、子育て世帯臨時特例給
付金の対象者は、平成 26 年 1 月分の
児童手当（特例給付を含む）を受給し
ている方です。ただし、その児童手当
の対象である児童が臨時福祉給付金の
対象であったり、生活保護を受けてい
るご家庭の児童の場合などは対象外で
す。対象となるはずなのに申請書が届
かないという方はご連絡ください。

　支給対象となる可能性のある方には、江別市から申請関係書類をお送りし
ています。（公務員の「子育て世帯臨時特例給付金」の申請書は勤務先から
交付されていますので、市からはお送りしていません。）申請関係書類が送
られている方は、それに同封されている案内文書をご覧いただき、ご自身が
給付金の対象になると思われる場合は、郵送で申請してください。申請書が
届いていない場合でも、給付金の対象になると思われる場合は下記の番号に
お問い合わせください。（窓口は設けておりません。）








